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 （設 置） 

第１条 学長の下に，医学部附属病院医療事故調査委員会（以下「委員会」という。）を

置く。 

 （任 務） 

第２条 委員会は，医学部附属病院における腹腔鏡下肝切除術等の事故（以下「医療事故

等」という。）に関連した諸問題を踏まえ，再発防止のために医療事故等の事実関係

を調査確認するとともに原因を究明し，その改善策について審議し，学長に報告を行

う。  

 （構 成） 

第３条 委員会委員は，学長が委嘱する外部有識者８人以内をもって構成する。 

２ 委員会に委員長を置き，学長が指名する者をもって充てる。 

３ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

４ 委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。 

 （会 議） 

第４条 委員会は，委員の過半数の出席がなければ会議を開くことができない。 

２ 委員長が必要と認めたときは，委員以外の者を会議に出席させ，その意見を聴くこと

ができる。 

 （調 査） 

第５条 委員会は，医療事故等の事実関係を調査確認するために，外部に委託することが

できる。 

 （事 務） 

第６条 委員会の事務は，総務部総務課の協力を得て，昭和地区事務部において処理する。 

 （規程の改廃） 

第７条 この規程の改廃は，役員会の議を経て，学長が行う。 

 （雑 則） 

第８条 この規程に定めるもののほか，委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

 

 

   附 則 

 この規程は，平成 27 年 7 月 1 日から施行する。 


